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～ お と ず れ ～ 

令和７年度 ５月号 

長門市立深川中学校 

校 訓  

教職員スローガン

「生徒の姿で教育の成果をみせる。」   学園目標 未来を切り拓く人間性豊かな俵山・深川っ子の育成 

地域でめざす子ども像 ★ふるさと長門を愛し、あいさつでつながる元気な子★自分の思いや考えを伝えられる素直な子 

  

【４月２６日（金）】 ～第１回学校運営協議会開催～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５月２日（金）】 ～参観日・PTA総会・学年懇談・部活動懇談～ 
 

 

 

 

 

 

【５月１１日（日）】 ～「SDGｓマルシェ」ボランティア～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

勧学  

第１回学校運営協議会を開催しました。 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、 

学校、保護者、地域の皆さんと一緒に、協働しながら 

子どもの豊かな成長を支え「地域とともにある学校づ

くり」を進める仕組みです。（地教行法第４７条の 5） 

 

５月２日（金）に参観日と PTA総会を行いました。 

平日にもかかわらず、多数の保護者の方々に来校していただき、誠にありがとうございました。学校の様子や

取り組みをご理解いただくためには、参観日は大切な行事だと考えています。 

また、学年懇談、部活動懇談会を開催しました。学校と保護者が活動目的や内容を共有し、共通理解のもと、

子どもたちを育てていくよい機会となりました。 

益々、学校教育活動が盛んになるよう、「チーム深川中」で頑張っていこうと思います。 

会長 山下貴史（前 PTA会長）  

委員 橋本憲治（深川地区連合自治会長） 

委員 笠本俊也（元 PTA会長）    委員 久保田啓子（主任児童委員） 委員 寺岡秀勝（中央交流プラザ館

長） 

 

委員 東  信男（FOT会長）      委員 田村大治郎（PTA会長）  委員 岡本泰尚（PTA副会長） 

委員 河村大輔（学識経験者）     委員 中原純二（俵山交流プラザ館長）   委員 増野尚美（PTA副会長） 

委員 福永昌史（深川中校長）     委員 中村信彦（深川中教頭） 

本校では、地域のボランティア活動への参加を積極的に進めています。今回は募集人数１５人に対し

て、２６人が参加しました。部活動単位での参加ではなく、自ら進んで参加を決めたそうです。 

〈ボランティア活動に参加した生徒の感想〉 

・友達に誘われて参加しました。地域の方がやさしく教えて下さったので、とても楽しかったです。 

・小さいころ「SDGｓマルシェ」に行っていたので、何か関わることがしたかったので参加しました。 

・「ありがとう」「うれしいな」と言われたとき、とてもいい気持になりました。こころ温かい長門が好きです。 

・綿菓子づくりや接客など、いろいろなことを教えてもらいました。とても楽しかった。 



【５月１１日（日）～１３日（火）】 ～３年修学旅行～ 
３年生は、１１日（日）の早朝（６：００）に深川中に集合してからバスに乗り込み、６：３０出発しました。 

〈１日目〉 奈良の東大寺、薬師寺を回って、大阪のホテルに宿泊しました。 

 

 

 

 

 

 

〈２日目〉京都での１日班別研修！貴重な体験や見学をしてきました。 

 

 

 

 

 

 

〈３日目〉９:１５USJ に入園し、１３:１５USJ を出発するまでアトラクションを満喫しました。 

 

 

 

 

 

 

【５月１６日（金）】 ～１年生自然体験学習～ 

                                                    

 

 

 

 

 

                                                                 ＝１年生全員集合＝ 

 

 

 

 

 

 

     １組集合           ２組集合           ３組集合 

 

 

 

１年生は油谷青少年自然の家に行き、自然体験学習を行い

ました。 

週間予報では雨予報となっていましたが、当日は心配するこ

ともなく、油谷湾の青い海と青い空に囲まれてカッター研修をす

ることができました。また、午後からは、ドミノ倒しのプログラムを

体験しました。学校とは違う環境の中で友達の新たな面を発見

し、生徒同士の絆を深め、クラスの団結力も高まりました。 


